
＜地域の多様な家族が孤立しないために私たちができること＞ 2017年度第2回地域創り担い手学習会

ひきこもる若者/オトナの困りごと
～多様なアプローチを手がかりに～

ゲストスピーカー（当日のスピーチ順）：
<1>NPO法人ピアサポートネットしぶや 石川隆博さん
<2>NPO法人教育サポートセンターＮＩＲＥ 中塚史行さん
<3>公益社団法人青少年健康センター 倉光洋平さん
<4>しんじゅく若者サポートステーション 樫山清子さん

コーディネーター：明治学院大学社会学部教授 八木原律子

「ピアサポート」という支援方法を用いて活動しています。ピアサポートは、精神保健福祉領域で使われ
ています。特にがん患者当事者同士の関わりが想像できるかもしれませんが、若者が若者を支援する、とい
うピアサポート活動があることを理解してください。

1999年渋谷区内に中・高生の居場所づくりを始めま

した。
「渋谷ファンイン」の「ファンイン」は、中国語で

「歓迎する」という意味があるそうです。公共施設を利
用し、PTAや青少年委員、民生委員等の大人が関わり、
週1回程度の無理ない範囲での活動を続けています。中
学校区を基本に現在は5カ所、過去は最大11か所でした。
時代が流れ不登校の増加が目立つようになります。

「渋谷ファンイン」の中に、「ピアサポート委員会」を
設立。不登校の子どもたちと関わり、彼らを居場所に誘
導する活動です。2009年に法人化しました。

もともとは居場所活動から、ピアサポート委員会が設
立し、不登校の子どもたちの送迎や訪問を開始。年齢の
高い層とも出会うようになり学習支援や社会参加を進め
ています。
実際に不登校の子どもたちや年齢の高い人たちと出会

う中、いじめや虐待経験をしている人も非常に多いとわ
かり、児童虐待防止の取り組みも始めました。現在、対
象者を40才代前半まで拡げています。

2013年地域で緩やかにつながるネットワーク「渋谷ピ
アネット」を、地域の任意団体と一緒に創設しました。
2015年生活困窮者自立支援法ができた後、連絡が多数入
り、実質的に年齢制限は撤廃して対応しています。
「ひきこもり女子会」という活動もあります。問い合わ
せは、男性と女性の比率は変わりませんが、実際に居場
所利用は男性が多く、女性は連絡も来なくなります。

それを避けるため、「編み物カフェ」として、手芸やハンドメイドのものづくりする場を始めています。
2017年女性向けの居場所づくりを本格的に始めました。

＊以下の内容は、ゲストスピーカーによる講演内容の一部をまとめたものです。

<1>NPO法人ピアサポートネットしぶや 石川隆博さんより



私たちが「ピアサポーター」と呼ぶ若い人たちが、
若い人たちを支援するという方法で多くの事業に関
わっています。東日本大震災の被災地、岩手県大槻
町での活動も続けています。



「渋谷ピアネット」は、子育て支援を行っている地域団体と、何か問題が起こったときに緩やかにつな
がっています。日常的には、それぞれがそれぞれの活動を行っています。

0歳～3歳児までのお母さん方が、年1回「渋谷
papamamaマルシェ」を行っています。こうした活
動を通し、私たちは地域の中で途切れない支援を
行おうと考えています。現在区内6カ所で、渋谷
ファンインや児童養護施設の退所者グループ等と
連携し「ずっとも食堂」という名前のこども食堂
で、夜の居場所・学習・夕食提供を行っています。
「ずっとも」とは、「ずっと友だち」の意味です。



平成19年の東京都調査の「ひきこもり状態になっ
たきっかけ」は、「職場不適応」が最多でした。

当団体の実績として、年齢層では20代が最多です。
特に20歳から24歳が非常に多くなりました。「職場
不適応」というより、学生生活などで悩み事を抱え
た子たちが増えたといえます。
実際のひきこもり期間は、3年以上の人が非常に

多いです。2016年度内閣府調査によれば、7年以上
の人が3割を占める状況です。「ひきこもり」の要
因は、「職場不適応」は、当団体では少なく、どち
らかというと「人間不信」や「病気」が増えていま
す。

2010年にも内閣府調査が行われています。「現在の
状態について、関係機関に相談したいですか」という
問いがあります。2016年度調査にも同じ質問がありま
した。
現状としては「相談したくない」人が6割近くを占め

ますので、当団体とつながることは相当難しいことで
す。
「どういう機関だったらつながりたいですか」は、
「親身に聴いてくれる人」です。専門職が親身になっ
て話を聞いてくれるか？に対しては、「そう」とも言
えません。時間に限りがあり制約がある中で話を聞い
ていると思われます。しかし、調査結果では「精神科
医や心理カウンセラーなどから話を聞きたい」も非常
に多いですから、あくまでも一部の人だと思います。

当団体は、「ピアサポーター」という取り組みをし
ています。「ピア」とは、英語で「対等」「仲間」と
いう意味があります。子どもや若者に対し指導や助言
という上下関係で接するのではなく、本人の意思を尊
重し、もっている力を信じて、一緒に考えていこうと
いうスタンスです。非専門的で、ある意味、素人が関
わっていると思ってもらっていいです。



ピアサポートの歴史は、意外と古く、もとはアメリ
カで非行防止をめざす「Big Brothers and Sisters＝
BBS」という活動です。アメリカでは、特にフィラデル
フィア中心に制度化され、「ピアスペシャリスト」と
いう活動が進められています。

BBS活動が日本にも輸入され、青少年非行防止や、
1990年代にいじめ防止、1997年に大学にも導入されて
います。広島大学のピアサポートルームが最初です。
当団体にピアサポートという名前が付いたのは、当

時、大学生の中に「ピアサポート」という言葉が浸透
していたからです。現在は、精神保健福祉領域で使わ
れている言葉です。

「信頼できる他者との出会いによって、お互いに幸
せになるサポート」が基本です。これは、アメリカの
考えをそのままもってきました。
「嫌われる勇気～自己啓発の源流『アドラー』の教

え」（岸見一郎・古賀史健共著／ダイアモンド社）で
有名になったアドラー心理学のアルフレッド・アド
ラーは、人が幸せになるための条件を3つ挙げています。
①自尊感情があること、②他人と親密な人間関係を築
けること、③貢献感を獲得することです。アドラーの
場合は「勇気づけ」という言葉が出てきます。ピアサ
ポートの意味で言うと「未来、明日に光が見える」で
す。先のことが想像できるようになることが大きな力
になると思います。

地域社会で共に暮らすために孤立しがちな若者とど
うつながっていくか。つながりをもつことが孤立を避
けるために、一番大事です。
首都大学東京教授の阿部彩さんが、「つながりがあ

るということは、関係からの排除がないということ。
役割があるというのは、仕事からの排除がない状態。
地域の中で一番大きいのは、皆それぞれが安心できる
居場所をもっていることが大きな要素」と言われてい
ます。地域の中に居場所を多くつくることにより孤立
を減らせると思います。

同じ時代を生き同じ空気感を持つので共感を生み出
しやすく、つながりやすさになります。ゲームや漫画
などサブカルチャーは、同じ時代を生きた人同士でな
いと味わえないものです。
専門職は指導的な視点を持ち込みやすく、抵抗感を

感じることは多いので、それを和らげようという考え
方です。「頼る・頼られる」「支え・支えられる」
「教え・教えられる」という固定化が、若者と若者の
関わりの中では逆転することが起きます。ひきこもっ
ている子たちは、ひとつのことに特化する、いわゆる
オタク的な子がいます。あることに非常に知識や能力
があるので、若い同世代の場合そこに逆転が起きます。
信頼関係を築くための会話は、最初は雑談です。好

きなこと、関心事、最近の話題・トピックを話します。
話すうちにお互いの価値観を共有できるかが、関わり
の大きさになります。



若者が若者を支えるのは、陥りやすい問題もあります。
例えば、親密さが高じて燃え尽きてしまう現象がありま
す。私も相手も安心していられる境界線があいまいにな
り、お互い安心できるところを侵してしまうことが起こ
り得ます。関わった若者が、親にも言えない内緒事をそ
の支援者に伝えるということが起こります。これが触法
行為の場合、「内緒だからね」と隠しておくわけにはい
きません。守秘義務、要するに個人情報の保護に縛りが
あると、組織にも相談しないことが起こり得ます。甘え
やゆるみもあります。友だちのような関係になり過ぎ、
支援者としての立場や視点を見失いがちになります。い
い関係ができると満足し、同時に安心感も出て、そこに
収まってしまうことがあります。その人が「これから外
に出ていこう」というところへもっていかなければいけ
ないのにできないということが起こります。本人が持つ
力を損なわないよう、どうすればよいかを考えていかな
ければいけません。

現状、20人がピアサポーターとして関わっています。
福祉や教育や心理を学ぶ学生、資格習得をめざす人や資
格所持者たちが活動を進めています。当団体は、私と理
事長が常勤で基本的には二人で動かしています。ピアサ
ポーターの力がないと活動は回りきません。

ひきこもりは、対象者の把握が難しいです。入口の部
分で、いろいろな団体や地域とつながらないと情報が入
らず、動けないです。

もうひとつは出口です。そこでいろいろなところとつ
ながっていかないと活動ができないということもありま
す。



行政と同時にNPOや地域も、ネットワークを組み、お互いが共同で活動することが大事だと思います。
支援の方法は、5つのプロセスを通じて活動を進めています。相談、訪問、居場所、社会参加です。社会

につなげていくために、外とどうつながるかを考えて行っています。


